
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開室時間  ９：０0～１６：００ 

月曜日～金曜日（祝日等を除く） 
 

 

 
 

    
     

     
  

 

 
 

 

<バリアフリー支援室スタッフ> 
 

・室長        坂井  聡 （教育学部教授・公認心理師） 

・准教授      大沼 泰枝 （臨床心理士・公認心理師） 

・特命助教    日髙 幸亮 （臨床心理士・公認心理師） 

・非常勤教員  常田 美穂 （臨床発達心理士・公認心理師） 

・事務職員 

・非常勤相談員 

※バリアフリー支援室は幸町キャンパスにありますが、 

林町創造工学部キャンパスや三木町農学部キャンパス 

でも定期的に相談等を受けつけています。 

また、相談やコーディネートが必要な際は、随時、 

各キャンパスにスタッフが伺います。 

〈アクセス〉 〈相談の流れ〉 

 
 
 

        

香川大学 

バリアフリー支援室 HP 

〒760-8521 

香川県高松市幸町 1 番 1 号（幸町北５号館 1 階） 

･･･････････････････････････････････････････ 
TEL：087-832-1399   FAX：087-832-1390 

Email ： bf-support-c@kagawa-u.ac.jp 

HP： https://www.kagawa-u.ac.jp/bf-support/ 
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香川大学  

学生支援センター  

バリアフリー支援室  
 

サポート活

動募集中！ 

 

サポート活動を 

やってみたい方 

募集中！ 

 

大学の授業や活動で 

サポートを受けたい方は、 

気軽に相談してください 

➀相談の申込み 

➅フォローアップ 

➄支援開始 

➃支援内容の検討 

➂面談 

➁面談の日時・場所を決める 

困ったことがあれば、まずはバリアフリー支援室に連絡してみましょう！ 

学生生活で困っていることについてお伺いします 

ご本人の希望を伺いながら、 

支援内容について話し合います 

必要に応じて、保護者・教職員と連携を図ります 

支援がうまくいっているか話し合います 

ご本人の了解なしに、他者に相談内容が漏れることはありません。 

安心してご相談ください。 

バリアフリー支援室に直接相談したい方は、こちらへどうぞ 

訪問する メールをする FAX をする 電話をする 

087-832-1399 087-832-1390 ｂf-support-c@kagawa-u.ac.jp 

所属学部の学務（学生）係で 

予約を入れることも可能です 

FAX 

各キャンパスのエレベーター、多目的トイレ、

AED 等の設置場所を示したユニバーサル

デザインマップはこちらです。 



 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・障害状況に応じた

合理的配慮の助言 

・教職員のサポート 

・障害状況やニーズ

の把握 

・修学に関する相談 

・配慮申請 

・根拠資料（障害者手帳・ 

診断書等）の提出 

.合理的配慮の可否を検討 

・決定した合理的配慮の提供 

ピア・サポーターについて 

支援を必要とする学生に対して、支援を行う学

生のことを「ピア・サポーター」といいます。ピア・

サポーターは支援を必要とする学生の要望にあ

わせて、車椅子の移動支援、ノートテイク、映像

資料の字幕付け他、様々な活動を行います。 

 

ピア・サポーター募集中 

ピア・サポーター活動を行うには、バリアフリー支

援室の開催する技術講習の受講が必要です。 

サポート活動は、授業の空き時間に行ってもらい

ます。また、30 分以上活動した場合は、本学の

謝金支給基準に基づき謝金をお支払いします。 
 

ピア・サポーターに興味のある方、活動したい

方はお気軽にご連絡ください。サポーターに 

 

個別支援 
・学生生活や友人関係の悩みなどを、専門家に 

相談できます 

・自己理解を深めるために、検査を受けることが 

できます 

啓発活動 

・障害のある学生を支援するピア・サポーターを 

育成します 

・講習会や研修会を開催して、バリアフリーへの 

理解や関心を高めます 

〈バリアフリー支援室の利用対象者〉 

〈バリアフリー支援室の支援内容〉 

〈バリアフリー支援室の役割〉 

修学支援 
・講義や行事における情報保障や教室へのアクセス 

の利便性の向上など、授業で必要な支援（合理的 

配慮）が受けられるようコーディネートします 

居場所支援 
・講義の空き時間や昼休みなど、リラックスして 

過ごせる場を提供します 

・支援室内で持参した食事をとることができます 

学内の体制整備 
・大学全体で支援を進めるために、全学の部局や 

組織と協力体制を構築します 

・教職員に対して研修会を実施し、障害のある学生 

への対応力を高めます 

関係機関との連携 

・支援の充実を図るため、必要に応じて関係機関 

との連携を行います 

・小中学校･高校で特別な支援を受けており、大学でも引き続き配慮を希望される方 

・聴覚や視覚に障害があり、学内の講義や活動で支援を希望される方 

・補装具(車いす、歩行器など)の使用にあたり配慮を希望される方 

・障害の特性等により実技や実習、実験で困難が予想され、配慮を希望される方 

・対人関係やコミュニケーションがうまくとれないことで悩んでいる方 

ピア・サポーター活動 

障害のある

学生 

学部 

研究科 

バリアフリー

支援室 

・合理的配慮の調整 

・ピア・サポーターの養成 
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